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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第92期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第91期

会計期間

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成19年
　　７月１日
至　平成20年
　　６月30日

売上高 (千円) 3,208,56111,814,410

経常利益 (千円) 384,508 803,339

四半期(当期)純利益 (千円) 251,524 328,217

純資産額 (千円) 7,344,5387,319,608

総資産額 (千円) 14,166,80713,986,744

１株当たり純資産額 (円) 561.82 557.83

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 19.44 25.35

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─

自己資本比率 (％) 51.1 51.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △73,2321,391,151

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △126,949△804,202

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 156,640△507,289

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 432,451 475,992

従業員数 (名) 568 575

（注）１　当社は、四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

　　ておりません。

　　　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式がないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 568（65）　　　

(注) 　　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員数を外数で記載し

ております。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年９月30日現在

従業員数(名) 339（38）

(注) 　　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員数を外数で記載してお

ります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループは受注形態を取らない業種のため、生産実績及び受注実績は記載しておりません。なお、

販売実績については「３　財政状態及び経営成績の分析」における各事業の種類別セグメント業績に含

めて記載しております。
　

　　主な相手先別の売上実績及び総売上実績に対する割合は、次のとおりであります。

　

相手先

当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

中越パルプ工業㈱ 346,492 10.8

　　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

特記すべき事項はありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

当連結会計年度は四半期報告制度の導入初年度であるため、「（１）経営成績の分析」において比較、分

析に用いた前年同期数値は、独立監査人による四半期レビューを受けておりません。

（１）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間のわが国経済は、米国発の金融不安を背景に海外経済が減速、原油や

　資源価格の高騰による収益の悪化、民間設備投資や個人消費の鈍化により景気は後退色の様相を

　強めました。

　　こうした経済情勢にあって、当社グループを取り巻く事業環境は、主力事業である港湾貨物の

　取扱いが、前期に引き続き製紙用原料のウッドチップやロシア向け自動車輸出、国際海上コンテ

　ナ貨物の取扱量が堅調に推移した結果、営業収益は、全体として前年同期比２億９百万円（６．

　９％）増の３２億８百万円となりました。

　　効率の良い港運貨物の増加により、営業利益は３億６千９百万円と前年同期比１億６千４百万

　円（７４．８％）の増益、経常利益も３億８千４百万円となり前年同期比１億６千４百万円（３

　３．９％）の増益となりました。

　　また四半期純利益は２億５千１百万円と前年同期比１億１千９百万円（９１．１％）の増益と

　なり、増収増益を達成することができました。

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

［港運事業］ 

　港運事業の売上は１９億２千９百万円、営業利益は３億９千６百万円となりました。取扱い数量は１４

２万８千トンで前期比１６万１千トン（１２．８％）増加しました。

主な輸移出入貨物のうち、ウッドチップ、自動車、国際海上コンテナ貨物が増加し、石炭、原木・製材の取

扱いが減少しました。　

［通運事業］

　通運事業の売上は１億６千７百万円、営業損失は２千３百万円となりました。ＪＲコンテナの取扱いは

３万トンで前期比７千トン（３２．６％）増加しました。

主な取扱い貨物は、紙、パルプ、苛性ソーダ、化学薬品等であり、中でも紙、パルプの取扱いが大幅に増加し

ました。　

［倉庫業］

　倉庫業の売上は８千３百万円、営業利益は１千６百万円となりました。取扱い数量は１４万８千トンと

前期比１万２千トン減少しました。
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主な保管貨物は、オイルコークス・ダスト、製材・集成材・製材、合金鉄、化学薬品であります。

［貨物自動車運送業］

貨物自動車運送業の売上は６億４千３百万円、営業利益３千６百万円となりました。取扱い数量は９６

万トンで前期比２２万５千トン（３０．７％）増加しました。

主な輸送貨物のうち、ウッドチップ、国際海上コンテナ貨物、鉱石類が増加し、炭材が減少しました。

［ローリー輸送事業］

ローリー輸送事業の売上は２億４千７百万円、営業損失は２百万円となりました。石油製品価格の高騰

により、需要が低迷したためであります。

［不動産貸付業］

不動産貸付業の売上は１千万円、営業利益は０百万円となりました。前期比大きな変化はありません。　

［その他事業］

その他事業の売上は３億４千７百万、営業利益は２千７百万円となりました。修繕収入などが増加して

おります。　

　

（２）キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、未払費用の減少、売上債権の増加、法人税等の支払等により７千

３百万円の支出超過となりました。

　売上債権の増加につきましては、主に、港運事業の売上増加に伴い売上債権が増加したものです。

未払費用の減少は従業員の賞与支払によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出、定期預金の預入等により１億

２千６百万円の支出超過となりました。

　有形固定資産の取得は海上国際コンテナ用大型リフト、機械警備用機器などです。　　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは短期借入金の純増、親会社による配当金の支払等により１億５千

６百万円の収入超過となりました。

　これらの結果、当第１四半期における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して４千３百万

円減少し、当第１四半期残高は４億３千２百万円となりました。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はあ

　りません。

　

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設等について、重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,077,00013,077,000
東京証券取引所
（市場第二部）

―

計 13,077,00013,077,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年７月１日～
平成20年９月30日

─ 13,077 ─ 1,850,500 ─ 1,367,468

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年６月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
普通株式　     17,000
（相互保有株式）
普通株式      363,000

― 　　　　　 ─

完全議決権株式(その他) 普通株式   12,515,000 12,515 ─

単元未満株式 普通株式      182,000― ─

発行済株式総数 13,077,000 ― ―

総株主の議決権 ― 12,515 ―

(注)　１　上記「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が、2,000株（議決権２個）含　　

　　ております。

２　単元未満株式には、当社所有の自己株式920株及び相互保有株式1,500株が含まれております。

３　当社は、平成20年８月19日の自己株式取得取締役会決議に基づき、９月１日に東京証券取引所の自己株式

　　立会外買付取引において、角丸運送㈱の保有株式６万株を自己株式として取得しております。

　　その他、単元未満株式の買取等による増加分を含め平成20年９月30日現在では、自己株式は８万２千株及

　　び相互保有株式は30万３千株になっております。　　

　

② 【自己株式等】

平成20年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
伏木海陸運送㈱

高岡市伏木湊町５-１ 17,000─ 17,000 0.13

（相互保有株式）
吉久㈱

高岡市能町750 55,000─ 55,000 0.42

（相互保有株式）
㈱伏木ポートサービス

高岡市伏木湊町５－５ 2,000 ─ 2,000 0.02

（相互保有株式）
日本海産業㈱

高岡市伏木２-１-１ 212,000─ 212,000 1.62

（相互保有株式）
角丸運送㈱

高岡市石丸708-6 60,000─ 60,000 0.46

（相互保有株式）
㈱丸共組

高岡市堀岡又新14 34,000─ 34,000 0.26

計 ― 380,000─ 380,000 2.91

(注）当社は、平成20年８月19日の自己株式取得取締役会決議に基づき、９月１日に東京証券取引所の自己株式

立会外買付取引において、角丸運送㈱の保有株式６万株を自己株式として取得しております。　
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　７月 　８月 　９月

最高(円) 329 345 310

最低(円) 312 290 291

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年　７月

１日から平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、永昌監査法人により四半期レビュー

を受けております。
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1 【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 534,862 538,703

受取手形及び売掛金 ※２
 1,736,896

※２
 1,555,614

たな卸資産 26,068 25,905

繰延税金資産 95,425 44,385

その他 220,377 79,686

貸倒引当金 △6,203 △6,067

流動資産合計 2,607,426 2,238,228

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,111,932 5,111,932

減価償却累計額 △3,217,436 △3,180,878

建物及び構築物（純額） 1,894,496 1,931,054

機械装置及び運搬具 4,098,924 4,254,806

減価償却累計額 △3,248,597 △3,346,440

機械装置及び運搬具（純額） 850,326 908,366

土地 5,054,282 5,054,282

その他 481,053 487,636

減価償却累計額 △400,914 △405,389

その他（純額） 80,139 82,247

有形固定資産合計 7,879,244 7,975,950

無形固定資産

その他 70,133 33,189

無形固定資産合計 70,133 33,189

投資その他の資産

投資有価証券 2,071,879 2,393,426

長期貸付金 717,516 679,456

繰延税金資産 309,111 185,389

その他 511,633 504,483

貸倒引当金 △137 △23,379

投資その他の資産合計 3,610,002 3,739,376

固定資産合計 11,559,381 11,748,516

資産合計 14,166,807 13,986,744
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 766,513 646,452

短期借入金 1,007,332 701,635

1年内返済予定の長期借入金 799,894 850,158

未払金 34,565 51,227

未払法人税等 211,191 284,290

未払消費税等 42,354 29,473

未払費用 118,369 382,037

賞与引当金 177,536 34,521

役員賞与引当金 － 19,600

その他 219,575 212,109

流動負債合計 3,377,331 3,211,505

固定負債

長期借入金 2,013,852 2,039,053

退職給付引当金 1,205,001 1,196,003

役員退職慰労引当金 213,530 210,869

その他 12,554 9,704

固定負債合計 3,444,937 3,455,630

負債合計 6,822,269 6,667,135

純資産の部

株主資本

資本金 1,850,500 1,850,500

資本剰余金 1,367,580 1,367,580

利益剰余金 3,785,749 3,586,461

自己株式 △47,889 △26,534

株主資本合計 6,955,940 6,778,007

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 288,291 442,293

評価・換算差額等合計 288,291 442,293

少数株主持分 100,306 99,307

純資産合計 7,344,538 7,319,608

負債純資産合計 14,166,807 13,986,744
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

売上高 3,208,561

売上原価 2,654,691

売上総利益 553,869

販売費及び一般管理費

役員報酬 31,475

給料及び手当 44,681

賞与引当金繰入額 13,094

退職給付引当金繰入額 6,512

その他の人件費 14,153

減価償却費 4,985

その他一般管理費 69,133

販売費及び一般管理費合計 184,037

営業利益 369,832

営業外収益

受取利息 258

受取配当金 56

持分法による投資利益 28,211

雑収入 4,061

営業外収益合計 32,588

営業外費用

支払利息 17,833

雑支出 78

営業外費用合計 17,911

経常利益 384,508

特別利益

固定資産売却益 901

貸倒引当金戻入額 23,700

特別利益合計 24,601

特別損失

固定資産除却損 3,953

固定資産売却損 2,449

投資有価証券評価損 669

投資有価証券売却損 835

特別損失合計 7,906

税金等調整前四半期純利益 401,203

法人税、住民税及び事業税 199,270

法人税等調整額 △51,609

法人税等合計 147,660

少数株主利益 2,018

四半期純利益 251,524
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 401,203

減価償却費 115,295

貸倒引当金の増減額（△は減少） △23,106

賞与引当金の増減額（△は減少） 123,415

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,997

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,660

未払費用の増減額（△は減少） △263,667

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19,600

受取利息及び受取配当金 △315

支払利息 17,833

持分法による投資損益（△は益） △28,211

有形固定資産売却損益（△は益） 1,547

有形固定資産除却損 3,953

投資有価証券売却損益（△は益） 835

投資有価証券評価損益（△は益） 669

売上債権の増減額（△は増加） △181,282

たな卸資産の増減額（△は増加） △162

仕入債務の増減額（△は減少） 120,060

未払消費税等の増減額（△は減少） 12,880

その他 △60,266

小計 232,741

利息及び配当金の受取額 311

利息の支払額 △20,593

法人税等の支払額 △285,692

営業活動によるキャッシュ・フロー △73,232

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △62,300

定期預金の払戻による収入 28,600

有形固定資産の取得による支出 △38,328

有形固定資産の売却による収入 1,108

無形固定資産の取得による支出 △40,000

投資有価証券の取得による支出 824

投資有価証券の売却による収入 13,162

短期貸付金の増減額（△は増加） △5,278

長期貸付けによる支出 △21,000

長期貸付金の回収による収入 1,041

その他 △4,777

投資活動によるキャッシュ・フロー △126,949
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（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 305,697

長期借入れによる収入 200,000

長期借入金の返済による支出 △275,465

自己株式の取得による支出 △21,354

配当金の支払額 △52,236

財務活動によるキャッシュ・フロー 156,640

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △43,541

現金及び現金同等物の期首残高 475,992

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 432,451
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

１　持分法適用の範囲の変更

当第１四半期連結会計期間から、持分法適用関連

会社の角丸運送㈱は港湾運送事業の廃止に伴い持分

法の適用範囲より除いております。

 

２　会計処理の原則及び手続の変更

　重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産

　当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評

　価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平

　成18年７月５日）が適用されたことに伴い、主と

　して個別法や移動平均法による原価法（貸借対照

　表価額については収益性の低下に基づく簿価切下

　げの方法）により算定しております。

　　これによる損益及びセグメント情報に与える影　

　響は軽微であります。

 

　

EDINET提出書類

伏木海陸運送株式会社(E04339)

四半期報告書

16/24



【簡便な会計処理】

　当第１四半期連結会計期間

　　（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　当第１四半期連結会計期間

　　（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成20年７月1日 
 至　平成20年９月30日)

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　　機械装置の耐用年数については、平成20年度の法

　　人税法の改正を契機として見直しを行い、当第一

　　四半期連結会計期間より、改正後の法定耐用年数

　　に変更しております。

　　　この変更により、従来の方法によった場合と比

　　べ、売上原価における減価償却費が1,918千円減少

　　し、売上総利益、経常利益及び税金等調整前四半

　　期純利益は同額増加しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年６月30日)

　１　偶発債務

 
　連結会社以外の金融機関からの借入金に対して次の
　とおり保証を行っております。　

日本海産業㈱ 4,675千円
射水ケーブルネットワーク
㈱ 14,160千円
（11社にて連帯保証）

合計 18,835千円
※２　受取手形裏書譲渡高
　　　受取手形裏書譲渡高　　　　 260,595千円

　１　偶発債務

 
　連結会社以外の金融機関からの借入金に対して次の
　とおり保証を行っております。

日本海産業㈱ 6,208千円
射水ケーブルネットワーク
㈱ 15,040千円
（11社にて連帯保証）

合計 21,248千円
※２　受取手形裏書譲渡高
　　　受取手形裏書譲渡高　　　　 344,061千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

当第１四半期連結累計期間

　　（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

      注記すべき事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　（平成20年９月30日）
 

現金及び預金勘定 534,862千円

預入期間が３か月超の定期預金 △102,410千円

現金及び現金同等物 432,451千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 13,077,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 182,664

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年９月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 52,236 4.00平成20年６月30日 平成20年９月29日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、

　　　配当の効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の金額の著しい変動

（千円）

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

 前期末残高 1,850,5001,367,5803,586,461△26,5346,778,007

 当第１四半期末までの変動額

　　剰余金の配当 △52,236 △52,236

　　四半期純利益 251,524 251,524

　※自己株式の取得 △22,104△22,104

　　自己株式の処分 750 750

 当第１四半期末までの変動額合計 199,288△21,354 177,934

 当第１四半期末残高 1,850,5001,367,5803,785,749△47,8896,955,940

※　平成20年９月１日に東京証券取引所の自己株式立会外買付取引において21,390千円を取得しまし

　　た。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を

行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて

著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

該当事項はありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)

　

港運事業
(千円)

通運事業
(千円)

倉庫業
(千円)

貨物自動
車運送業
(千円)

ローリー
運送事業
(千円)

不動産
貸付業
(千円)

その他
事業
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

 1,926,347167,08982,712547,847192,2876,476285,800 3,208,561─ 3,208,561

(2) セグメント間の
内部売上高又は
振替高

     3,561 36 763 95,24655,0024,21561,671   220,497(220,497)─

計  1,929,909167,12583,475643,094247,29010,692347,471 3,429,058(220,497) 3,208,561

営業利益又は
営業損失(△)

   396,178△23,71116,47236,480△2,794 303 27,079   450,007  (80,175)   369,832

(注)　１　事業区分の方法は、当社及び連結子会社が採用している売上集計区分を勘案して区分しました。

　　　２　事業区分に属する主な内容

事業区分 主な事業内容

港運事業 港湾運送事業、通関事業、船舶代理店

通運事業 ＪＲコンテナ輸送

倉庫業 貨物保管事業

貨物自動車運送業 貨物自動車事業

ローリー運送事業 貨物自動車事業(ローリー輸送)

不動産貸付業 土地建物の賃貸

その他事業 網取放業務、商事部門、旅行部門

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)において、

在外連結子会社及び重要な在外支店がないため、記載しておりません。

　

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)において、

海外売上高がないため、記載しておりません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末
(平成20年６月30日)

561.82円 557.83円

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

１株当たり四半期純利益 19.44円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額
については、潜在株式が存在しないため記載しておりま
せん。

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日 
 至　平成20年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 251,524

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式に係る四半期純利益（千円） 251,524

普通株式の期中平均株式数(株) 12,935,836

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月10日

伏木海陸運送株式会社

取締役会　御中

　

永昌監査法人

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　玉井　三千雄 　　 　　　印

　

業務執行社員 公認会計士　　田中　繁雄　　　　　　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている伏木

海陸運送株式会社の平成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、伏木海陸運送株式会社及び連結子会社の平成

20年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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